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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語コミュニケーションにおいて、敬意、丁寧さ（politeness）、共感
（empathy）が関与する言動を対象として、テキスト、韻律、身体言語、発話者の心的態度、空間的・心理的距
離の観点から特徴抽出し、コミュニケーション参与者がお互いにどのような空間的・心理的距離をとり、その距
離の違いがどのように言語表現の違いに反映されているかを体系的に解明した。また、その結果をマルチモーダ
ル知識データベースとして形式化し、学習者が心的態度、対人関係、空間的・心理的距離の角度から検索できる
ように構造化することで、英語の知識と実践的コミュニケーション力の獲得を支援する学習システムの構築を行
った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined multimodal aspects of examples involving 
respect, politeness and empathy used in English communications, and extracted the characteristics of
 lexicon, sentence and discourse structure, prosody and non-verbal behavior. We also investigated 
the examples from viewpoint of properties of speaker and hearer, their interpersonal relationships, 
their physical and psychological distances and their mental attitudes. With the help of information 
technology, we created a multimodal knowledge database that enables us to search for expressions of 
respect, politeness and empathy, leading to improvement of English learners’ communicative skills.

研究分野：言語学、英語学、英語教育学

キーワード： 英語学　英語教育学　音声言語情報処理　画像処理　マルチモーダル知識データベース　学習支援シス
テム　心的態度　対人的距離
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１．研究開始当初の背景 
(1)	
 本研究の主たる目的は、英語コミュニケ

ーションの場において、敬意、丁寧さ、共感

が関与する言動を対象として、テキスト、韻

律、身体言語、発話者の心的態度、空間的・

心理的距離の観点から観察・分析・考察し、

コミュニケーション参与者がお互いにどの

ような空間的・心理的距離をとり、その距離

の違いがどのように言語表現の違いに反映

されているかを体系的に解明することであ

る。さらに、それぞれの視点から、敬意、丁

寧さ、共感が関与する言動を事例検索できる

ように知識データベース化し、英語知識と実

践的コミュニケーション力の獲得を支援す

る学習システムを構築することである。研究

の特色として、言語学・英語学研究と情報技

術研究という人文系と理工系の共同研究に

よって支援システム構築を実現し、それを英

語教育の場に活用することを掲げた。	
 

	
 

(2)	
 研究開始当初の背景としては、これまで

の言語学・英語学での、とりわけ、意味論、

語用論に関わる研究から、例えば、敬意表現

に関して、尊称や敬称を用いた倫理的敬意表

現、相手の心情や立場を配慮した配慮的敬意

表現、相手の立場や意見を強調する強調的敬

意表現、控えめな表現である弱調的敬意表現、

等が指摘され、敬意表現に対する意味論的・

語用論的研究はかなり生産的に行われてき

た。また、共感をテーマにした久野暲の研究、

話し手と聞き手の距離感と言語表現との関

係を研究した神尾昭雄の『情報のなわ張り理

論』等、空間的・心理的距離に関する研究も

数多くなされてきた。しかしながら、話し手

が、どのような対人関係の相手に対して、ど

のような心的態度、空間的・心理的距離で、

どのような表現、韻律、身振り・手振りを用

いて自分の敬意や共感を表しているか、とい

う言語、韻律、身体言語、対人関係、心的態

度、空間的・心理的距離の連関した視点での

総合的研究はほとんどされていない。英語の

コーパス研究や非言語行動の研究において

も、それぞれの研究成果である言語分析と非

言語分析とが独立した形で存在するのが現

状であり、それらが連携した形で研究成果と

して提示されているものは数少ない。また、

こうした言語使用とその使用場面に関する

知見は、日常会話、テレビドラマ、映画等か

ら抽出することはできるが、構造化された知

識データベースとして体系的に整理され、蓄

積・活用されるようには現状ではなっていな

い。また、英語教育の現場でも、対人関係、

心的状態、空間的・心理的距離という視点か

ら言語使用の場面についての体系的な知識

はあまり教えられていないのが現状である。	
 

	
 

(3)	
 研究開始当初の背景に照らし合わせて

本研究の独創的な点は、敬意、丁寧さ、共感

表現に関して、テキスト、韻律、身体言語、

対人関係、心的態度、空間的・心理的距離の

角度から学習者が検索可能な形に構造化し

た知識データベース、および、英語知識と実

践的コミュニケーション力獲得の学習支援

システムを構築する、というこれまでにない

新しい研究開発を行うことである。本研究が

達成された場合、例えば、他者に敬意を持っ

た時の表現を学習者が学習したい時、心的態

度、対人関係、空間的・心理的距離を指定す

れば、事例検索によって主体的にその場に相

応しい言語表現、韻律、身体言語表現を学習

することができるようになる、ということが

期待される。これまでの英語学習ではなかな

か達成が困難であった対人関係、心的態度、

空間的・心理的距離に基づく言語使用場面に

おける適切な表現に関する知識獲得が可能

になる、という点で大きな意義がある。	
 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、まず第一に、英語コミュニ
ケーションの場において、敬意、丁寧さ、共
感が関与する言動を対象として、テキスト、
韻律、身体言語、発話者の心的態度、空間的・
心理的距離の観点から観察・分析・考察し、
コミュニケーション参与者がお互いにどの
ような空間的・心理的距離をとり、その距離
の違いがどのように言語表現の違いに反映
されているかを体系的に解明することであ
る。その際、言語学・英語学の視点からテキ
スト上に見られる語彙・構文・談話面での言
語的特徴と映像上に見られる身体言語に関
わる非言語的特徴を観察・分析し、同時に、
音声処理といった情報技術の視点から韻律
的特徴をとらえ、それぞれの特徴を知識デー
タベース化し、それらがどのような連関性を
有しているか、という点を明示化する。第二
に、抽出された語彙的・構文的・談話的特徴、
身体言語特徴、韻律特徴、発話者の心的態度、
空間的・心理的距離に基づいてマルチモーダ
ル知識データベースを構築し、それぞれの視
点から敬意、丁寧さ、共感が関与する言動を
事例検索できるように構造化し、英語知識と
実践的コミュニケーション力の獲得を支援
する学習システムを構築することである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、英語コミュニケーションにおけ

る敬意、丁寧さ、共感が関与する言動に関す

るマルチモーダル素材をできるだけ多く収集

し、それぞれの素材の語彙・構文の分析、考

察、特徴づけ、韻律面での分析、考察、特徴

づけ、身体言語面での分析、考察、特徴づけ

を行った。さらに、語彙・構文的特徴と韻律

上の特徴の相関性について統合的解析・考察

を行った。また一方で、マルチモーダル知識



データベースの構造化と英語説得術獲得のた

めの学習支援システム構築のための検討を行

い、英語学習への活用の検討を行った。以下、

研究方法をまとめておく。	
 

（１）	
 英語マルチモーダル素材の収集	
 

（２）	
 英語マルチモーダル素材の語彙・構文

の分析、考察、特徴づけ	
 

（３）	
 韻律の分析、考察、特徴づけ	
 

（４）	
 身体言語の分析、考察、特徴づけ	
 

（５）	
 言語的特徴・非言語的特徴（主として、

語彙・構文的特徴と韻律的特徴）の統

合的解析・考察	
 

（６）	
 マルチモーダル知識データベースの

構造化の検討	
 

（７）	
 英語説得術獲得のための学習支援シ

ステム構築のための検討	
 

（８）	
 英語学習への活用の検討	
 

コミュニケーションにおける対人関係が強

く関与する敬意、丁寧さ、共感といったその

本質の解明には人間のマルチモーダル諸相

の分析と全体的統合を必要とする分野にお

いては、言語的特徴と非言語的特徴をそれぞ

れ独立したままではなく、それぞれの相関性

を特徴づける形で統合する必要があるため、

言語学・英語学研究と情報技術研究という人

文系と理工系の共同研究を行った。また、そ

れを実際に英語教育の場に活用するために

英語教育学と連携して研究を進めた。	
 

	
 
４．研究成果	
 
(1) 本研究では、英語コミュニケーションの
事例から敬意、丁寧さ、共感が関与する言動
に特化して、テキスト、韻律、身体言語、発
話者の心的態度、空間的・心理的距離の観点
から特徴を抽出し、コミュニケーション参与
者がお互いにどのような空間的・心理的距離
をとり、その距離の違いがどのように言語表
現の違いに反映されているかを体系化した。
また、映像上に見られる身体言語に関わる非
言語的特徴や音声処理といった情報技術の
視点から韻律的特徴をもあわせて組み込ん
で、それぞれの特徴を知識データベース化し、
語彙的・構文的・談話的特徴、身体言語特徴、
韻律特徴、発話者の心的態度、空間的・心理
的距離、それぞれの視点から敬意、丁寧さ、
共感が関与する言動を事例検索できるよう
なマルチモーダル知識データベースと学習
支援システムを構築した。 
 
(2) 素材としたものは、映像作品（『ローマの
休日』、『カサブランカ』、『TV ドラマシリーズ
名探偵ポワロ』、等）、英語スピーチ（オバマ、
サッチャー、キング牧師、等）と英語インタ
ビュー・会話（シェフタル・モーデカイ（静
岡大学教授））といった映像・音声メディア
である。また、映像・音声は関与しないが、
テキストデータとして小説中の会話表現も
参考にした（Agatha Christie の名探偵ポワ

ロシリーズやミスマープルシリーズの小説）。	
 
	
 
(3)	
 語彙・構文的特徴については、	
 (1)命令
文、依頼文、間接的依頼、等の文形式や構文
の選択、(2)話し手の心的態度を表す副詞類
の選択、(3)	
 話し手の心的態度を表す助動詞
類の選択、(4)意味特徴として敬意・丁寧度・
共感度の程度の差のある語彙の選択、(5)敬
称の有無が、敬意、丁寧さ、共感と深く関与
していることが分かった。また、話し手、聞
き手の属性、社会的身分・地位に伴う相対的
上下関係、心的態度、空間的・心理的距離の
特徴を考えることで、上記の語彙・文形式が
具体的に英語コミュニケーションの場でど
のように選択されているかという点を明示
化することができた。とりわけ、丁寧体を用
いるか否か、という点や共感に関する表現選
択という点で、対人間の心理的距離が大きく
関与していること、状況描写型の分裂文と情
報提示型の擬似分裂文が用いる話し手・書き
手の立場や心的状態と関与していることが
分かった。	
 
	
 
(4)韻律的特徴については、(1)ポーズの長短、
(2)イントネーションの変化、	
 (3)アクセン
トやリズムの変化、身体言語的特徴について
は、(1)頭の縦振りと横振り（うなずき等）、
(2)指差し、指を用いてのジェスチャー、	
 (3)
手、手のひらを用いてのジェスチャー、(4)
話し手・聞き手の視線の状態と変化、といっ
た特徴が顕著に見られた。とりわけ、視線の
状態と変化は敬意、共感と大きく関与してい
ることが分かった。	
 
	
 
(5)	
 以下、マルチモーダル知識データベース
の一部を表に示しておく。	
 
	
 
表．マルチモーダル諸相の知識データベース	
 

話し手	
 聞き手	
 例文	
 

語彙・構文

特徴	
 上下関係	
 心的態度	
 

心理的距

離	
 

Ilsa	
 Sam	
 Hello,	
 Sam	
 	
 	
 1-0	
 親近感	
 近	
 

Sam	
 	
 Ilsa	
 

Hello,	
 Miss	
 

Ilsa.	
 

敬称の

Miss	
 0-1	
 親近感	
 近	
 

Ilsa	
 Sam	
 

It's	
 been	
 a	
 

long	
 time.	
 	
 	
 1-0	
 親近感	
 近	
 

Sam	
 Ilsa	
 

Yes,	
 ma'am.	
 A	
 

lot	
 of	
 water	
 

under	
 the	
 

bridge.	
 

召使が女

主人に用

いる

ma'am	
 0-1	
 親近感	
 近	
 

Ilsa	
 Sam	
 	
 

You	
 used	
 to	
 be	
 

a	
 much	
 better	
 

liar,	
 Sam.	
 	
 	
 1-0	
 親近感	
 近	
 



Sam	
 Ilsa	
 

Leave	
 him	
 

alone,	
 Miss	
 

Ilsa.	
 You're	
 

bad	
 luck	
 to	
 

him.	
 

命令文。敬

称の Miss	
 0-1	
 親近感	
 近	
 

Ilsa	
 Sam	
 

Play	
 it	
 once,	
 

Sam,	
 for	
 old	
 

time's	
 sake.	
 命令文	
 1-0	
 親近感	
 近	
 

	
 
マルチモーダル知識データベースは、上図で
示した項目等からの検索が可能な形に設計
されているので、このコンテンツで英語を学
習しようとする学習者は、敬意、丁寧さ、共
感が関与する言動がどのような対人関係、心
的態度、心理的距離で用いられるか、という
ことを学習することができるようになって
いる。	
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